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はじめに

「うちのおばあちゃん、ディズニーランドって言えなくて、デズニーランドっ
て言うんだよね、どうして言えないのかなあ。」

「取引先からの電話に、部長は今いらっしゃいません、って言ったら、先輩に
叱られちゃったんですけど。」

「定年退職したら、海外で日本語教育をやってみたいのですが、外国人に日本
語を教えるには、どのようにすればいいのでしょうか。」

「引っ越しをしたら、周りの人が方言をたくさん使っているので、びっくりし
ました。同じ日本語なのに、どうして方言の違いがあるんですか。」

「英文法とか古典文法って学校で習ったけど、普通の日本語の文法って、習っ
たことないような気がするなあ。まあ、習わなくても使えるからいいんだけど。」

　日本語について、このようなことを思ったり、考えたりしたことはありませ

んか？

　スポーツに国境はないといいますが、見知らぬ国の人と一緒にスポーツが楽

しめるのは、ルールややり方が共通で、それを互いに理解しているからです。

私たちがことばによってコミュニケーションできるのも、それと同じで、双方

がことばの規則性（ルール）を知り、それに基づいてことばを使用しているから

なのです。

　ことばの規則性には、まず、発音の規則性、単語の作り方の規則性、文法の

規則性のような「ことばそのもの」に関わる規則性があります。敬語や、書き

ことばと話しことばの区別などの「ことばの適切な使い分け」にも、規則性が

見られます。また、日本語には、古典語と現代語の違い、方言の違いなどもあ

ります。これも、それぞれの時代、それぞれの地域で、規則性を持って使用さ
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れ、また変化してきたものです。

　ふだんは意識していないかもしれませんが、ことばには規則性があり、それ

がでたらめにではなく、体系的に組み合わさって、ことばを作っています。こ

の本では、日本語の持つ規則性と体系性を「日本語のしくみ」と呼んでいます。

　この本には、日本語のしくみが見えてくるさまざまな現象を取り上げまし

た。この本によって、日本語のしくみの不思議さとおもしろさを感じていただ

けたら、大変うれしく思います。

　最後になりましたが、本書完成まで、多くの援助と力強い励ましをくださっ

たくろしお出版の福西敏宏さんに、この場を借りて感謝を申し上げます。

2003年 7 月

著者一同

＊　＊　＊

　

　2003年に発行した『やさしい日本語のしくみ』を、このたび改訂版として

再び世に送り出すこととなりました。改訂にあたり、令和の時代にあわせて表

紙を新たにし、章を 5つ追加し、いくつかの章では内容の一部を修正いたしま

した。

　これまで本書を読んでくださった皆様、本書で日本語学を勉強してくださっ

た皆様に、深くお礼申し上げますとともに、本書が引き続き、日本語学のやさ

しい入門書として読まれていくことを願っております。

　本書の改訂には、くろしお出版の池上達昭さんに多くのご助言とご支援をい

ただきました。この場を借りて心より感謝申し上げます。

　

2020年 4 月

著者一同
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日本語の音と形
私たちは音声を使ってコミュニケーションを行ってい
ます。いくつかの音を組み合わせて語が作られ、語を
組み合わせて文が作られます。また、音声を目に見え
る形に置き換えたものが文字です。ここでは、日本語
の音声・表記・語のつくりや形などの特徴について見
てみましょう。

第1部
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第 1 部  日本語の音と形

1　発音のしくみ
　　
「ふ」ってどんな音？

　ふだん私たちは、話しことばの中で使っている 1つ 1 つの音が、どのように

作られているかということを考えることはまずありません。私たちはもうずい

ぶん小さい頃に、それらをどんなふうに作るかということを自然と習得してい

て、考える必要がないからです。しかし、 1つ 1 つの音がどのようにして作ら

れているかを知ることは、いろいろな言語現象を説明したり考えたりするのに

役立ちますし、また、ふだん無意識のうちに行っている発音という行動をじっ

くり観察し意識してみるのも、たまにはなかなかおもしろいものです。

　まず、「ふ」の音を丁寧にしっかりと発音してみましょう。「ふ」のはじめの

部分の音は、ろうそくを吹き消すときの音とだいたい同じです。鏡を見ながら

この音を発音してみると、上下の唇がものすごく近づいて、間にとてもせまい

隙間ができているのがわかります。そこを空気が通り抜けるときにこの音が出

ているのです。

　どの音もそれを発するときには空気の流れ（気流）が必要です。「ふ」のはじ

めの部分の音も、ただ単に上下の唇の間にせまい隙間を作るだけでは何も音は

出ません。他の音も同じで、たとえば「ぱ」のはじめの部分の音は、上下の唇

がくっついて離れるときに空気が流れ出て、音が出ます。単に唇をくっつけた

2

「ふ」ってどんな音？
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日本語の文法
ことばはルールにしたがって組み立てられています。
このルールを文法といいます。文法はできあがったも
のを覚えるためではなく、ことばのしくみを整理し考
えるためにあるもの。ここでは日本語のいろいろなルー
ル（＝文法）を考えていきます。

第2 部
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第 2 部  日本語の文法

8　日本語の品詞
　　
  形容動詞は形容詞？　動詞？

　日本語の「品詞」はいくつあるでしょうか。いろいろな考え方があります
が、その 1つとして次の「十品詞」があります。

　

この十品詞を、少し整理してみましょう。この中で、文を作るのにまず重要

なのは、体言（名詞）と用言（動詞・形容詞・形容動詞）です。次に、体言・用
言のそれぞれ前後に付く品詞があります。体言に付いて体言を修飾する品詞

は連体詞、用言を修飾するのは副詞です。用言を修飾する品詞なら「連用詞」

といってもよさそうですが、そうは言いません。ごく少数ながら体言を修飾

する副詞があるからです。そして、体言と用言の後ろに付くのが助詞・助動

詞です。助詞は主に体言を、助動詞は主に用言を助けることばです。

　ここまでの八品詞は日本語の文を作る基本的な品詞で、残る 2つは、でき

あがった文と文を結びつけるなどの働きを持つ接続詞と、それだけで 1つの

文として働くこともできる感動詞です。感動詞には「おはよう」「ありがとう」

のような挨拶のことばや、名前を呼ばれて「はい」と返事をするようなとき

の応答のことばがあり、必ずしも感動しているわけではありません。

1 動詞
用言

会う、行く、植える、選ぶ、終わる、貸す、…
2 形容詞 熱い、痛い、薄い、偉い、遅い、固い、汚い、…
3 形容動詞 明らか、意識的、うららか、エスニック、…
4 名詞　　　体言 頭、石、浮き輪、エネルギー、おにぎり、…
5 副詞 あたかも、いそいそ、うっかり、おそらく、…
6 連体詞 あらぬ、いわゆる、大きな、かの、来たる、…
7 接続詞 あるいは、おまけに、が、けれども、さて、…
8 感動詞 あらまあ、いいえ、うわあ、えいえいおう、…
9 助動詞 させる、そうだ、だ、たい、らしい、られる、…
10 助詞 から、が、だけ、と、に、の、は、まで、を、…




